








〈緒言〉 

 川崎病冠状動脈瘤に対する小児科的療法としては動脈瘤の閉塞防止のための抗血栓療法

が主体となる。巨大動脈瘤の場合には抗血栓療法にもかかわらず閉塞することも多い。一

方,拡張あるいは小動脈瘤といった程度の冠状動脈後遺症の場合 regress することも多い

が,発病数年たって認められる時には将来そのまま冠状動脈後遺症として残る可能性が高

い。従ってこのような症例にも長期間抗血栓療法が続けられてきたわけであるが,はたして

ほんとうに必要なのであろうか。無期限に内服を続けなくてはならないということは患者

にとっても家族にとってもたいへんな苦痛となる。もし中止できるものならばそれは患者

サイドにとっても医療サイドにとってもまことにありがたい。そこで当科において軽度の

冠状動脈障害を残しながら投薬を中止した症例について検討してみた。 


